
「骨転移」は、現在とても注目

されているガンの症状です。

さまざまな治療法で進行を

食い止めたり、痛みを緩和

できる方法もあるので、

その方の暮らしをできる限り

支える、在宅での看取リケアに

ついて見ていきましょう
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近所に住むツナタマゴさんが

前立腺ガンから骨転移に !

でも、症状を改善するための各種治療法や

在宅での「看取リケア」についても

考える機会を持つことができて

とてもいい経験になりました !
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適量であれば、痛みがとれて:
以前より多くのことができる。
なにもできない場合は、
過量投与の可能性がある
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HPは、検索サイトで
｀
女性泌尿器科 ど入力を
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卵白は良質のアミノ酸から
できたたんぱく質
卵黄は15%がたんぱく質、
30%が月旨質
(そのうち60%は中性脂肪、
30%はリン月旨質、
10%はコレステロール)です
以前は、タマゴはコレステロー

増える悪役のようなE「象が

ありましたが

運動をしながらであれば

一日1～ 2個を摂るのは
適量とされています


